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鳥
取
ガ
ス
の
児
嶋
太
一
社
長
は
２
月
16
日
、
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
開
か
れ
た
小
泉
進
次
郎
環
境
大

臣
に
よ
る
「
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議
に
お
け
る

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
係
る
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
（
第
１
回
）
」
に
出
席
し
、
地
域
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ

い
て
語
っ
た
。

官
民
一
体
の
推
進
体
制
を

環 

境 

大 

臣

ヒ
ヤ
リ
ン
グ 
地
域
脱
炭
素
化
に
提
言

鳥取ガス
児嶋社長

ヒヤリングに出席した児嶋社長（右下）。左上が
小泉大臣

　
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会

議
で
は
、
国
と
地
方
の
協
働

・
共
創
に
よ
り
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
地
域
に
お
け
る
脱

炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
策
定
す
る
と
し
て

い
る
。

　
第
１
回
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
は

児
嶋
社
長
、
伊
藤
新
・
北
都

銀
行
頭
取
、
稲
垣
憲
治
・
ロ

ー
カ
ル
グ
ッ
ド
創
成
支
援
機

構
事
務
局
長
、
太
田
昇
・
真

庭
市
市
長
、
西
田
恵
介
・
東

急
不
動
産
イ
ン
フ
ラ
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
事
業
本
部
執
行

役
員
本
部
長
、
馬
上
丈
史
・

千
葉
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

長
、
矢
田
部
隆
志
・
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
技
術

統
括
室
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

７
人
が
登
壇
。
地
域
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
要
な
柱

の
一
つ
で
あ
る
地
域
に
お
け

る
再
エ
ネ
の
持
続
的
な
普
及

拡
大
と
、
さ
ら
な
る
推
進
に

あ
た
っ
て
の
課
題
と
方
策
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

　
小
泉
環
境
大
臣
が
▽
地
域

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
イ

メ
ー
ジ
▽
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
表

明
自
治
体
の
状
況
▽
地
域
に

お
け
る
再
エ
ネ
活
用
の
意
義

▽
再
エ
ネ
導
入
の
動
向
▽
地

域
再
エ
ネ
の
担
い
手
と
な
る

事
業
体
リ
ス
ト
▽
再
エ
ネ
最

大
化
に
向
け
た
課
題
と
地
域

で
の
対
応

―
に
つ
い
て
述

べ
た
。
そ
の
後
、
①
地
域
再

エ
ネ
を
持
続
的
・
右
肩
上
が

り
に
全
国
で
拡
げ
て
い
く
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
②
地

域
再
エ
ネ
に
取
り
組
む
た
め

に
必
要
な
も
の
は
何
か
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
確
保
で
き

る
か
③
地
域
の
多
様
な
主
体

の
ア
イ
デ
ア
と
シ
ー
ズ
を
つ

な
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
次
々
と
全
国
へ
ド
ミ
ノ
展

開
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か

―
の
三
つ
の
論

点
を
上
げ
、
登
壇
者
が
そ
れ

ぞ
れ
方
策
を
語
っ
た
。

　
児
嶋
社
長
は
地
域
再
エ
ネ

拡
大
の
論
点
で
は
「
こ
れ
ま

で
の
経
験
か
ら
、
再
エ
ネ
開

発
に
よ
る
地
域
の
脱
炭
素
化

に
は
官
民
一
体
と
な
り
推
進

で
き
る
体
制
の
構
築
が
望
ま

し
い
」
と
語
り
、
そ
の
上
で

▽
各
自
治
体
に
官
民
一
体
と

な
っ
て
推
進
す
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
脱
炭
素
化
の
専

門
部
署
を
設
け
る
▽
専
門
部

署
の
人
材
は
長
期
ス
パ
ン
で

配
置
す
る
▽
人
材
育
成
に
当

た
っ
て
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
導
入
も
図
る
▽
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｏ

Ｓ
（
再
エ
ネ
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
）
な
ど
を
有
効
活
用
す

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装

す
る
▽
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

最
大
化
を
図
る

―
な
ど
を

提
言
し
た
。

　
地
域
再
エ
ネ
拡
大
に
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
「
自
治

体
、
事
業
者
、
商
工
会
議
所

な
ど
は
揃
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

表
明
し
、
理
念
は
合
致
し
て

い
る
。
こ
の
中
か
ら
地
域
の

直
接
的
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
を
洗
い
出
し
、
育
成
し
て

は
ど
う
か
」
と
指
摘
。
▽
脱

炭
素
社
会
構
築
と
持
続
可
能

　
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青

年
部
会
（
原
信
一
郎
部
会

長
）
は
今
年
度
、
中
学
校
19

校
に
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ

計
１
０
４
台
を
寄
贈
し
た
。

２
月
16
日
に
浜
田
市
の
市
立

金
城
中
学
校
で
寄
贈
式
が
行

わ
れ
、
野
海
秀
哉
副
部
会
長

が
阿
部
哲
彦
校
長
に
こ
ん
ろ

と
目
録
を
手
渡
し
た
。

　
部
会
で
は
２
０
０
７
年
度

か
ら
使
用
期
限
切
れ
ガ
ス
メ

ー
タ
ー
を
回
収
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
得
た
収
益
金
を
広
く

社
会
の
た
め
に
活
用
す
る
運

動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
運
動
の
一
環
と
し
て
浜

田
、
大
田
、
江
津
、
益
田
の

４
市
と
津
和
野
、
吉
賀
、
海

士
、
隠
岐
の
島
の
４
町
、
知

夫
村
の
１
村
の
中
学
校
を
対

象
に
、
家
庭
科
室
で
使
用
す

る
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ
を

寄
贈
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
島
根
青
年
部
は
16
～
19
年

度
の
４
年
間
に
小
中
学
校
を

対
象
に
Ｓ
ｉ
コ
ン
ロ
寄
贈
事

業
を
行
い
、
16
市
町
の
60
校

に
３
６
１
台
を
寄
贈
し
て
い

る
。

廃
メ
ー
タ
ー
益
金
で
計
104
台

19
中
学
校
に
Ｓ
ｉ
コ
ン
ロ

島根県協
青年部会

阿部校長（左）にテーブルこんろと
目録を手渡す野海副部会長

九 

液 

協

26
日
、規
模
縮
小
し

保
安
研
修
会
開
催

　
九
州
液
化
石
油
ガ
ス
保
安

連
絡
協
議
会
（
諌
山
敏
郎
会

長
）
は
26
日
午
後
１
時
か
ら

「
第
68
回
保
安
研
修
会
」
を

福
岡
市
の
福
岡
県
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
受

講
者
の
密
集
回
避
の
た
め
定

員
を
見
直
し
１
２
６
人
と
す

る
。

　
福
岡
酸
素
（
本
社
・
久
留

米
市
、
福
田
寛
一
社
長
）

は
、
オ
ゾ
ン
発
生
器
や
Ｃ
Ｏ


濃
度
測
定
器
な
ど
の
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
商
品
で

顧
客
と
接
点
を
作
り
、
新
た

な
需
要
開
拓
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
顧
客
と
の
対

面
営
業
が
困
難
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
フ
ァ
ク
ス
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
、
消
毒
液

や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
血

中
酸
素
飽
和
度
を
測
定
す
る

「
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
」
な
ど
の
感
染
防
止
対
策

オ
ゾ
ン
発
生
装
置
な
ど
好
調

感
染
対
策
商
品
を
周
知

福岡酸素
Ｃ
Ｏ

濃
度
計
（
右
）
と
オ

ゾ
ン
発
生
器
２
タ
イ
プ

商
品
を
提
案
し
、
周
知
を
図

っ
て
き
た
。

　
な
か
で
も
最
近
好
調
な
の

が
、
１
月
か
ら
自
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
開
始
し
た

オ
ゾ
ン
発
生
器
の
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。

同
製
品
は
空
間
内
に
浮
遊
、

付
着
し
た
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を

除
菌
・
消
臭
す
る
も
の
で
、

業
務
用
施
設
や
医
療
施
設
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

で
い
る
と
い
う
。
Ｃ
Ｏ

濃

度
測
定
器
は
従
業
員
や
患
者

の
集
ま
る
各
施
設
で
の
密
集

を
防
ぐ
た
め
導
入
を
進
め
る

施
設
が
多
く
、
取
り
扱
い
開

始
以
降
着
実
に
販
売
数
を
伸

ば
し
て
い
る
。

　
中
嶋
勝
弥
エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ

ス
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ
ス
課
課

長
は
「
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
商
品
は
業
務
用
施
設
で

大
き
な
反
響
が
あ
り
、
新
た

な
顧
客
と
の
関
係
性
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
業
務
用
ガ
ス
需
要
が

減
退
す
る
な
か
、
こ
れ
ら
の

商
品
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
の
新
規
開
拓

や
他
商
材
の
提
案
に
つ
な
げ

て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
提
案
商
材
の

幅
を
広
げ
、
さ
ら
な
る
需
要

獲
得
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

　
九
州
経
済
産
業
局
は
２
月

15
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合

理
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
今
後
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
動
向
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
２
５
０
人
が
参

加
し
た
。

　
沼
舘
健
・
九
州
経
済
産
業

エ
ネ
合
理
化
シ
ン
ポ 

脱
炭
素
化
を

省
エ
ネ
設
備
普
及
へ

九州経産局

局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部

長
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
す
た
め
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
の
合
理
化
が
不

可
欠
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
重
要
性
を
訴
え
「
当
局

と
し
て
も
先
進
的
な
省
エ
ネ

設
備
導
入
や
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
最
適
化
に

つ
な
が
る
省
エ
ネ
を
支
援
す

る
た
め
に
、
省
エ
ネ
補
助
金

や
省
エ
ネ
診
断
、
省
エ
ネ
施

策
の
普
及
に
努
め
て
い
く
」

と
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
松
本
真

由
美
・
東
京
大
学
教
養
学
部

附
属
教
養
教
育
高
度
化
機
構

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
特
別

部
門
各
員
准
教
授
が
「
脱
炭

素
社
会
に
向
け
て
～
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
今
後
の
展
望
と

省
エ
ネ
へ
の
期
待
」
と
題
し

て
講
演
し
た
ほ
か
、
砂
入
成

章
・
九
州
経
済
産
業
局
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
課
長
が
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
。
松
本
客

員
准
教
授
は
、
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
省
エ
ネ
対
策
と
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
や
製
造
プ
ロ
セ
ス

の
省
エ
ネ
化
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
Ｚ

Ｅ
Ｈ
住
宅
な
ど
の
普
及
拡
大

の
重
要
性
を
指
摘
し
「
世
界

は
脱
炭
素
化
の
時
代
へ
向
か

っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
削
減
や
温
暖
化
対
策
と

し
て
、
企
業
に
お
け
る
省
エ

ネ
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
く
。
省
エ
ネ
設
備

導
入
に
は
補
助
金
を
う
ま
く

活
用
し
、
環
境
と
経
済
の
好

循
環
を
作
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
竹
森
由
浩
・

長
崎
キ
ヤ
ノ
ン
経
営
管
理
部

施
設
環
境
課
課
長
と
石
川
彰

・
マ
レ
リ
九
州
中
津
工
場
技

術
チ
ー
ム
課
長
が
自
社
の
省

エ
ネ
に
向
け
た
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
し
た
。

拡
販
キ
ャ
ン
ペ 

235
人
に
商
品
券

燃
転
含
め
応
募
992
通

宮崎県協
　
宮
崎
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
森
勝
人
会
長
）
は
、
昨
年

10
～
12
月
の
３
カ
月
間
展
開

し
た
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ラ
イ
フ
ア

ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２

０
」
の
応
募
結
果
を
ま
と
め

た
。
今
年
度
の
応
募
総
数
は

燃
転
57
件
を
含
め
９
９
２
通

に
上
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
需
要
喚
起
を
図
り
、

ガ
ス
機
器
販
売
に
弾
み
を
持

た
せ
る
た
め
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
期
間
中
、
対

象
商
品
購
入
者
の
中
か
ら
抽

選
で
２
３
５
人
に
商
品
券
を

進
呈
す
る
。

　
１
月
26
日
に
協
会
事
務
所

で
開
い
た
抽
選
会
で
Ａ
賞

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
給
湯
器
）、
Ｂ
賞

（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、
ビ
ル
ト

イ
ン
こ
ん
ろ
、
ガ
ス
オ
ー
ブ

ン
）、
Ｃ
賞
（
テ
ー
ブ
ル
こ

ん
ろ
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
、
ガ
ス
炊
飯
器
、
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
）
の
当
選
者
を
決
定

し
た
。
賞
品
は
、
Ａ
賞
が
商

品
券
２
万
円
分
（
５
本
）、

Ｂ
賞
が
同
１
万
円
分
（
同
80

本
）、
Ｃ
賞
が
同
３
千
円
分

（
同
１
５
０
本
）。

　
温
水
床
暖
房
普
及
団
体
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
主
宰
す
る
リ

ボ
ン
ガ
ス
（
本
社
・
熊
本
市
）
の
内
海
久
俊
代
表
は

２
月
13
日
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
設
備
業
な
ど
専
門
工
事

業
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
で
講
演
し
、
Ｆ
Ｈ

Ｓ
が
展
開
す
る
遠
赤
外
線
温
水
床
暖
房
「
ユ
カ
カ
ラ

暖
房
」
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
た
。
33
社
が

聴
講
し
た
。

温
水
床
暖 リボンガス オンライン学習会でＰＲ

専
門
工
事
業
者
向
け

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講

演
し
た

　
テ
ー
マ
は
「
理
想
の
温
熱

環
境
～
遠
赤
外
線
温
水
床
暖

房
」
。
内
海
代
表
は
「
地
方

で
は
足
元
ま
で
少
子
高
齢
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

灯
油
を
買
い
に
行
け
な
い
高

齢
者
は
１
５
０
０
万
人
に
達

し
、
火
災
の
危
険
が
あ
る
ス

ト
ー
ブ
を
室
内
に
置
く
選
択

は
非
現
実
的
だ
」
と
指
摘
。

そ
の
う
え
で
、
ユ
カ
カ
ラ
暖

房
の
特
徴
を
▽
床
だ
け
で
な

く
部
屋
全
体
を
暖
め
る
▽
吹

き
抜
け
が
あ
っ
て
も
主
暖
房

に
な
る
▽
施
工
が
簡
単
で
ジ

ョ
イ
ン
ト
レ
ス
、
自
由
設

計
、
床
下
工
法
も
可
能
▽
店

舗
・
オ
フ
ィ
ス
な
ど
土
足
空

間
に
も
対
応

―
と
説
明
。

「
ユ
カ
カ
ラ
暖
房
は
遠
赤
外

線
高
放
射
パ
ネ
ル
の
採
用
で

床
面
が
高
温
に
な
り
す
ぎ

ず
、
床
か
ら
部
屋
全
体
を
暖

め
る
主
暖
房
。
し
っ
か
り
換

気
し
て
も
足
元
が
寒
く
な
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
求
め
ら
れ

て
い
る
新
常
態
に
も
最
適
で

あ
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
マ
ン
シ

ョ
ン
で
の
施
工
も
可
能
か
」

「
木
造
リ
フ
ォ
ー
ム

の
場
合
の
床
下
工
法

は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
」
「
床
材
の

耐
水
性
は
ど
う
か
」

な
ど
の
質
問
が
あ
っ

た
。

　
内
海
代
表
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
業
界
が
直

面
す
る
少
子
高
齢

化
、
安
全
防
災
、
省

エ
ネ
、
環
境
保
全
を
解
決
で

き
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
が
ユ
カ

カ
ラ
暖
房
。
熊
本
地
震
で
火

気
を
使
わ
ず
火
災
に
強
い
メ

リ
ッ
ト
に
気
付
か
さ
れ
、
今

般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
換
気
し
て

も
部
屋
が
寒
く
な
ら
な
い
メ

リ
ッ
ト
に
気
付
か
さ
れ
た
。

徐
々
に
知
名
度
が
上
が
っ
て

き
た
が
、
１
万
の
需
要
に
対

し
１
の
認
知
度
し
か
な
い
の

が
現
状
。
今
ま
で
見
過
ご
さ

れ
て
き
た
新
し
い
価
値
観
を

コ
ロ
ナ
下
の
社
会
に
定
着
さ

せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

な
地
域
の
活
性
化
が
事
業
に

直
結
す
る
意
欲
の
あ
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
地
域
ご
と

に
洗
い
出
す
▽
設
備
改
修
や

維
持
管
理
を
優
先
的
に
地
域

内
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

関
与
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ
ソ

ー
ス
を
蓄
積
で
き
る
よ
う
な

支
援
施
策
を
策
定
す
る
▽
自

治
体
施
設
で
使
用
す
る
電
力

の
１
０
０
％
再
エ
ネ
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
▽
燃
料
電

池
を
分
散
型
電
源
と
し
て
活

用
し
、
将
来
的
に
燃
料
の
水

素
化
、
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
技
術
革
新
で
多
様
な
脱

炭
素
化
を
図
る

―
な
ど
を

提
言
し
た
。

　
全
国
へ
の
ド
ミ
ノ
展
開
に

つ
い
て
は
「
地
域
の
ア
イ
デ

ア
や
シ
ー
ズ
を
つ
な
げ
事
業

化
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
各

方
面
で
得
た
情
報
を
地
域
に

持
ち
帰
り
落
と
し
込
む
連
携

体
制
を
強
化
し
、
脱
炭
素
ド

ミ
ノ
を
目
指
し
て
は
ど
う

か
」
と
指
摘
。
▽
自
治
体
、

事
業
者
、
経
済
団
体
そ
れ
ぞ

れ
の
横
連
携
を
利
用
し
、
脱

炭
素
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
最
新
状
況
を
定
期
的

に
共
有
す
る
組
織
運
営
を
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
化
す
る
▽
組
織

の
縦
割
り
を
取
り
払
い
、

国
、
地
方
自
治
体
、
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
推
進
で
き
る
体
制
を
強
化

す
る
▽
ア
イ
デ
ア
の
事
業
化

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実

行
す
る
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
と
に
必
要
最
小
限
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
集
団
で
執

行
す
る

―
な
ど
を
提
言
し

た
。

　
８
月
に
会
社
設
立
20
周
年
を
迎
え

る
広
島
ク
ミ
ア
イ
燃
料
（
本
社
・
広

島
市
、
吉
本
洋
二
社
長
）
は
、
会
社

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
＝
写
真
＝
を
作
成
し

た
。

　
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
は
同
社
が
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
社
名
の
一
部
で
あ
る
ロ
ー
マ
字

で
「
ク
ミ
ア
イ
」
の
「
Ｋ
」
を
あ
し

ら
っ
た
。

　
マ
ー
ク
を
構
成
す
る
カ
ラ
ー
は
４

色
。
地
域
の
中
で
Ｊ
Ａ
、
全
農
、
同

社
が
協
力
し
、
ガ
ス
事
業
を
通
し
て

地
域
や
組
合
員
・
利
用
者
に
貢
献
す

る
三
位
一
体
型
の
事
業
活
動
と
同
社

の
掲
げ
る
三
つ
の
理
念
（
と
ど
け
る

・
み
ま
も
る
・
頼
ら
れ
る
）
を
、
ク

ミ
ア
イ
プ
ロ
パ
ン
カ
ラ
ー
の
明
る
い

緑
色
と
黄
色
、
Ｊ
Ａ
カ
ラ
ー
の
濃
い

緑
色
で
、
同
社
の
基
幹
事
業
で
あ
る

ガ
ス
事
業
を
ピ
ン
ク
色
の
炎
で
表
現

し
て
い
る
。

　
吉
本
社
長
は
、「
当
社
は
広
島
県

内
の
Ｊ
Ａ
ガ
ス
事
業
を
承
継
し
、
県

内
広
域
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
供
給
し
て
い

る
。
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
、
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て

事
業
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

広
島
ク
ミ
ア
イ
燃
料 

20
周
年
記
念
で

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成


